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富三地区計画から
富三地区では、誰もが住みなれた

地域で安lい して暮らせる「まち」

をつ<ります

地震は事前情報なしに突然発生します。高齢 0障が

い等の理由による災害時援護を必要とする方の増加

に対応し、金沢区では町内会単位の手あげ方式によ

る「要援護者名簿」の提供をしています。第三地区

の5町内会は安否確認、助け合いの組織を結成し、

町内会ごとに活動をすすめています。

数年前区役所から「要援護者名簿」を受け取りましたが、正直、どのように組織を作り、

何を取り決め、活動は何をしたらよいのか、どの町内会も模索・検討し、組織を編成し

ました。活動を開始した今も課題は山積みですが、発災まで先の見えないこの活動を、

若い世代の参加・協力につなげてい<必要性を感じながら活動を続けています。

取り組み事例② 防災訓練の実施

9月は防災訓練の報道が目につきます。炊き出

し。消火 OAED・ 起震車や煙体験等長、町内会

では訓練への参加を呼びかけています。どれも一

度は体験しておくことが大切です。ひとごとでは

な<、 大きな地震は必ず起こります。そして、要

援護者 。支援者の区別な<、 全員が被災者になる

のです。その時には、運良<負傷せずに済んだ人

が声をあげて、みんなで助け合わなければなりま

せん。防災訓練の呼びかけにはすすんで参加して

おきましょう。

西富岡災害援護隊員 安否確認訓練

避難誘導訓練

援護隊員の日常訪間活動

消火器取り扱い訓練

炊き出し訓練 カレーライス・豚汁



取り組み事例③ 防災物品保有の推奨
これは全ての町内会が実施している訳ではあ

りませんが、西富岡町内会では「水」「災害用

トイレ」などの物品の購入を呼びかけ、購入代

行を行つています。また、年一回の防災訓練の

日には、公園に売り場を設け、業者を呼んで直

接販売をお願いしています。この販売は会員か

らの「町内会で売つて<れないかなあ」という

要望により実施に至りました。物品販売との相

乗効果で、今年の防災訓練には町内会員300
人 (避難者カード記入により確認)の参加があ

り、消火訓練のほか、カレー 。豚汁が各220
食提供されました。

トイレ・水・食料等の災害物品の準備は大丈夫

ですか?あ なたのlbがけ次第で「減災」は可

能になります。

飲料水

購入代行

飲料水の準備はお済ですか ?|

‐■_お 1人につき、       1

二魏陪レ
|

賞味期限は配縁します

地震発生後、「 断水 J

簡易 トイレセットの準備が必要として

希騨 るお宅へ、防災部長と災害援護隊員が協力して、販売配布を

しました

簡易トイレ

購入斡旋

今後の課題 支援者の世代交代と組織の継続    ク
いつ起こるかわからない大地震に対する地域の最大の i

課題は、「支援者の世代交代と組織の継続」であると考

えられます。区役所が「要援護者名簿」の提供を始める

より前に、災害時の要援護者対策を開始した西富岡町内

会では、すでに援護隊員の高齢化問題が表面化していま

す。他町内会も遠い未来ではありません。

また、「要援護者への声かけだけで良いのか ?」 という

疑間もあります。ひかりが丘町内会では、組織編成の段

階で、安否確認活動の対象を「町内全戸」と決め、46
班の班長を「声かけチーム」として情報を集める体制を

作りました。

最終的には、どの町内会も全ての世帯の安否確認をする
lbづもりが必要ですが、本当の大地震が起こった時、組

織がどこまで機能するのかは「その時」まですゾです。

公園で業者による防災物品の販売会

販売会で人気の一つが備蓄食料品

誰もが住みなれた地域で安心 して暮らすことが出来るために

しかし、平常B寺から声かけや訓練を繰り返すことで、大地震に対する′b構えを新た

にし、地震発生後は「被災した全ての人」が声をかけあい、「安否確認・救出・救

護・避難誘導等や長しヽ避難生活」が、助け合いの精神で行えるように協力する必要

があります。

「その時」は必ず来ます。日頃からのとなり近所のつながりや町内会活動の大切さ

を認識して、地域の活動に参加・協力しヽただけたとき、きつとそれは「減災」への

可能性をひろげることでしょう。

鋼 銹 制 こご理解とご協力をお肺 い たしま硯
 ■ 1現場笏


